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FaCT プ ロ ジ ェ ク ト の 着 実 な 推 進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９

一 革 新 的 なＦＢＲサ イ ク ル 技 術 の 成 立 性 を 見 極 め る た め に －

１
． 冷 却 系 配 管 の

短 縮 に よ る 経 済 性 向 上 を 実 現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

一 高 温 強 度 ， 靭 性 及 び 組 織 安 定 性 に 優 れ た ＦＢＲ 構 造 用 高 ク ロ ム 鋼 の 開 発 －

2. 原 子 炉 容 器 の 構 造 健 全 性 を 評 価 す る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

一 レ ー ザ ー ス ベ ッ ク ル を 用 い た 液 面 近 傍 熱 変 形 の 計 測 －

3. 流 体 温 度 変 動 の 構 造 物 へ の 伝 達 と 減 衰 を 見 極 め る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

－ ＦＢＲ で の 炉 心 出 口 部 熱 疲 労 評 価 に 向 け て －

４. コ ン パ ク ト な 原 子 炉 容 器 の た め の 燃 料 交 換 法 の 開 発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13

－ ナ ト リ ウ ム 蒸 気 雰 囲 気 下 に お け る 燃 料 交 換 機 軸 受 耐 久 試 験 －

5. FBR の 仮 想 的 炉 心 損 傷 時 の 挙 動 を 精 度 良 く 解 析 す る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

一 超 高 温 複 合 熱 流 動 現 象 の 三 次 元 ジ ミ ュ レ ー ジ ョ ン ー

6. 溶 融 炉 心 物 質 の ふ る ま い の 実 験 的 解 明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

一 カ ザ フ ス タ ン と の 共 同 研 究 に よ るEAGLE プ ロ ジ ェ ク ト ー

7.  SG で 伝 熱 管 が 破 損 し た と き の 複 雑 な 現 象 を 解 析 す る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16

－SG 安 全 評 価 の た め の ナ ト リ ウ ム ー水 反 応 現 象 数 値 解 析 コ ー ド の 開 発 －

8. 晶 析 技 術 に よ る 効 率 的 ウ ラ ン 回 収 シ ス テ ム の 開 発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17

一 実 用 化 に 向 け た 晶 析 シ ス テ ム の 開 発 状 況 －

9. マ イ ナ ー ア ク チ ニ ド 回 収 の 実 用 化 に 向 け て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18

一 抽 出 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ る 分 離 回 収 シ ス テ ム の 開 発 －

１０
． 簡 素 化 ペ レ ッ ト 法 燃 料 製 造 技 術 の 実 用 化 に 向 け て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19

－ マ イ ク ロ 波 加 熱 脱 硝 転 換 ・ 造 粒 一 元 処 理 技 術 の 開 発 －

TRU 燃 料 製 造 に お け る 発 熱 対 策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

－ＴＲＵ燃 料 製 造 シ ス テ ム の た め の 発 熱 対 策 の 概 念 設 計 研 究 －
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地 層 処 分 の 技 術 と 信 頼 を 支 え る 研 究 開 発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

1. 地 層 処 分 技 術 の 知 識 の 活 用 に 向 け て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22

一 知 識 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 詳 細 設 計 －

2. 緩 衝 材 基 本 特 性 デ ー タ ベ ー ス の 公 開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23

一 多 彩 な 機 能 を 有 す る 緩 衝 材 特 性 デ ー タ の 集 約 一

3. 考 古 学 的 遺 物 に 学 ぶ 金 属 の 長 期 腐 食 挙 動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24

一 地 層 処 分 研 究 へ の 自 然 界 で の 類 似 現 象 の 活 用 －

４. 安 全 評 価 体 系 の 現 実 的 な 処 分 環 境 へ の 適 用 に 向 け て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

― FepMatrix ツ ー ル を 用 い た 基 盤 情 報 の 整 理 と 展 開 －

5. 地 層 処 分 技 術 に 関 す る 知 識 基 盤 の 構 築 に 向 け て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26

一 地 質 環 境 調 査 に か か わ る ノ ウ ハ ウ や 判 断 根 拠 の 分 析 ・ 整 理 －

6. 地 下 水 の 地 球 化 学 デ ー タ を 対 象 と し た 品 質 評 価 手 法 の 構 築　　　　　　　　　　　　　　　　27

一Evidence Support Logic に 基 づ い た 手 法 の 提 案 －

7. 地 下 か ら の 水 素 ガ ス 濃 度 に 基 づ き 断 層 活 動 の 特 徴 を 探 る　　　　　　　　　　　　　　　　　28

－ 携 帯 型 水 素 ガ ス 検 知 器 の 開 発 と 適 用 事 例 －

8. 地 層 処 分 研 究 開 発 に お け る 将 来 予 測 へ の 取 組 み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

一 地 史 に 基 づ く 数10 万 年 後 の 地 下 水 流 動 の 長 期 的 変 遷 の 推 定 －

9. 地 表 か ら 地 下 へ の 水 の 動 き を 探 る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

一 北 海 道 幌 延 地 域 で の 表 層 水 理 調 査 の 概 要 一

１０
． 地 下 に も ぐ

り ， 初 期 地 圧 の 状 態 を 探 る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31

一 水 圧 破 砕 法 に よ る 三 次 元 初 期 地 圧 測 定 －
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核融合エネルギーの実用化に向けて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32

1.1TER の長時間燃焼を確実に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

一高閉じ込め・高圧力プラズマの長時間維持－

2. プラズマの圧力による自発回転を発見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34

一自律性の高い高圧力プラズマの理解ヘー

3. JT-60 プラズマ映像データベースシステムを開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

爿ＴＥＲ-ＢＡ遠隔実験に向けたプラズマ映像データ創成配信技術－

4. JT-60 高周波加熱電流駆動装置を超高出力化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36

一高周波源の出力世界記録(1.5MW,  1 秒)を達成一

5. ITER 建設に向けて目標性能を世界で初めてクリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

－プラズマ加熱装置ジャイロトロンで高出力・定常動作を実証－

6. 大面積負イオン源の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38

一低ガス圧高均一負イオン生成とメンテナンスフリー負イオン源を目指して－

7. 4t のブランケットを最終精度0.5mm で遠隔設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39

－ITER 用遠隔保守ロボットの位置決め制御性の改善一

8. 核融合炉燃料トリチウムの安定供給に必要な材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４０

一水素により還元されないトリチウム増殖材料の開発－

9. 燃料電池を使ってトリチウムを取り出す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41

－ブランケットスイープガスからのトリチウム回収技術－

１０．コンパクトな核融合原型炉の炉概念を構築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42

一高稼働率を可能にする炉構造・保守概念－
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1. 光速で飛ぶ鏡をレーザーで作る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４４

－プラズマ中の電子密度変調からの光の反射と周波数上昇の実証－

2. 酵素反応を解明する鍵となる水素原子の観察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45

－[NiFe] ヒドロゲナーゼ活性中心モデル化合物の中性子構造解析－
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４. 植物由来のセルロースから作り上げた生分解性弾性ゲル　　　　　　　　　　　　　　　　　47
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－レーザー駆動陽子線の生成効率向上を実現－
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一線虫Ｃ.エレガンスにおけるGPC-1 タンパク質の役割－
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原 子 力 平 和 利 用 を 支 え る 核 不 拡 散 技 術 開 発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　96
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